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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の軒端に配置される軒樋を形成する軒樋ユニットであって、
　前記建物の外壁面側に配置される軒樋ユニット側後面部と、当該軒樋ユニット側後面部
の上端側に連続する軒樋ユニット側上面部と、前記軒樋ユニット側後面部の下端側に連続
する軒樋ユニット側底面部と、前記軒樋ユニット側上面部及び前記軒樋ユニット側底面部
に連続し、且つ前記軒樋ユニット側上面部と前記軒樋ユニット側底面部との間に配置され
る軒樋ユニット側前面部と、を備え、
　前記軒樋ユニット側後面部、前記軒樋ユニット側上面部、前記軒樋ユニット側底面部及
び前記軒樋ユニット側前面部は、一体成形されて中空閉断面を形成し、
　前記軒樋ユニット側前面部は、前記軒樋ユニット側上面部に沿って流れてくる液体が流
入する流入部と、前記軒樋ユニット側後面部、前記軒樋ユニット側上面部、前記軒樋ユニ
ット側底面部及び前記軒樋ユニット側前面部によって形成される軒樋ユニット側閉鎖空間
へ、前記流入部に流入した液体を導入する導入部と、を備えることを特徴とする軒樋ユニ
ット。
【請求項２】
　前記流入部は、少なくとも一部が前記軒樋ユニット側後面部側へ突出しているとともに
前記外壁面の幅方向に沿って延在する凹部と、前記軒樋ユニット側上面部及び前記凹部の
上端側を連続する上側突出部と、前記凹部の下端側及び前記軒樋ユニット側底面部を連続
する下側突出部と、を備え、
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　前記導入部は、前記凹部を貫通して前記軒樋ユニット側閉鎖空間に連通する一または二
以上の軒樋ユニット側開口部で形成され、
　前記上側突出部は、前記軒樋ユニット側上面部と前記凹部の上端側とを滑らかに連続す
るように形成され、
　前記下側突出部は、前記上側突出部よりも前記外壁面から離れる方向へ突出しているこ
とを特徴とする請求項１に記載した軒樋ユニット。
【請求項３】
　前記凹部の下端側は、前記下側突出部から離れるにつれて上方へ向かうように傾斜して
いることを特徴とする請求項２に記載した軒樋ユニット。
【請求項４】
　請求項１から３のうちいずれか１項に記載した隣り合う軒樋ユニット同士を連結部材で
連結して形成される軒樋であって、
　前記連結部材は、前記軒樋ユニットの外形輪郭に倣った形状に形成され、且つ隣り合う
前記軒樋ユニットがそれぞれ有する前記軒樋ユニット側閉鎖空間同士を連通させる本体部
と、当該本体部と一体成形され、且つ前記軒樋ユニットの端部と係合する係合部と、を備
え、
　前記係合部は、前記軒樋ユニット側後面部に対向する連結部材側後面部と、前記軒樋ユ
ニット側上面部に対向する連結部材側上面部と、前記軒樋ユニット側底面部に対向する連
結部材側底面部と、前記軒樋ユニット側前面部に対向する連結部材側前面部と、を備え、
　前記連結部材側後面部、前記連結部材側上面部、前記連結部材側底面部及び前記連結部
材側前面部は、一体成形されて中空閉断面を形成していることを特徴とする軒樋。
【請求項５】
　前記連結部材は、前記連結部材側後面部、前記連結部材側上面部、前記連結部材側底面
部及び前記連結部材側前面部によって形成される連結部材側閉鎖空間と前記流入部とを連
通する一または二以上の連結部材側開口部を有していることを特徴とする請求項４に記載
した軒樋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、家屋等の建物に備えられる軒樋、及び連結部材によって連結されて
軒樋を構成する軒樋ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、建物の屋根に降った雨水を、地面に落下させることなく集水する軒樋として
、例えば、特許文献１に記載されている軒樋が提案されている。
　特許文献１に記載されている軒樋は、図９から図１１に示すように、隣り合う軒樋ユニ
ット１同士を、連結部材２によって連結することにより構成されている。なお、図９は、
従来例の軒樋及び軒樋ユニットを示す斜視図であり、図１０は、従来例の軒樋を示す斜視
図である。また、図１１は、図１０のＸＩ－ＸＩ線断面図である。
【０００３】
　軒樋ユニット１は、建物の外壁面側に配置される軒樋ユニット側後面部１００と、軒樋
ユニット側後面部１００の下端側に連続する軒樋ユニット側底面部１０４と、軒樋ユニッ
ト側底面部１０４に連続し、且つ軒樋ユニット側後面部１００よりも建物の外壁面から離
間している軒樋ユニット側前面部１０６とを備えている。したがって、軒樋ユニット側後
面部１００と軒樋ユニット側前面部１０６との間には、空隙部が形成されている。
【０００４】
　軒樋ユニット側前面部１０６の上部には、軒樋ユニット側後面部１００側に傾斜した傾
斜部４２が形成されている。傾斜部４２の表面には、高さ１ｍｍ程度の凸条から形成され
、軒樋ユニット１の長手方向に沿って連続する複数のヘアーライン４４が並設されている
。
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　軒樋ユニット側前面部１０６の下部には、前上方に開口し、軒樋ユニット１の長手方向
に沿って延在する凹部２６が形成されている。
【０００５】
　連結部材２は、外側部材２Ａと、内側部材２Ｂから構成されており、軒樋ユニット１の
外側から外側部材２Ａを嵌着するとともに、外側部材２Ａと内側部材２Ｂで軒樋ユニット
１を挟み込むことにより、隣り合う軒樋ユニット１同士を連結している。連結部材２によ
って隣り合う軒樋ユニット１同士が連結されると、凹部２６と外側部材２Ａの内面との間
には、集水用の間隙部が形成される。
　このような構成の軒樋４であれば、屋根に降った雨水を、ヘアーライン４４を乗り越え
させてその速度を減少させることにより、凹部２６の中に集水される雨水の割合を増加さ
せることが可能となる。このため、凹部２６の中に集水されないまま、凹部２６を乗り越
えて地表面に直接落下する雨水の割合を減少させることが可能となる。
【特許文献１】特許第３２６５９４９号公報（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載されている軒樋では、軒樋ユニット側後面部と軒樋ユ
ニット側前面部との間に空隙部が形成されており、軒樋ユニット側底面部の上方に、軒樋
ユニット側底面部の面積に近い、広い開口面積を有する空間が形成されている。
　このため、軒樋ユニット及び連結部材の剛性を確保するためには、金属材料等、剛性の
高い材料を用いて、軒樋ユニット及び連結部材を形成する必要があり、軒樋ユニット及び
連結部材の製造コストが増加するという問題が生じるおそれがある。
【０００７】
　また、軒樋ユニット側後面部と軒樋ユニット側前面部との間に形成されている空隙部か
ら、軒樋の内部へ、落ち葉等の異物が侵入するおそれがあり、軒樋の内部における、雨水
の円滑な移動が阻害されるという問題が生じるおそれがある。
　本発明は、上述したような問題点に着目してなされたもので、軒樋ユニット及び連結部
材の製造コストを減少させることが可能となるとともに、軒樋の内部における雨水の円滑
な移動が可能な、軒樋ユニット及び軒樋を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明のうち、請求項１に記載した発明は、建物の軒端に
配置される軒樋を形成する軒樋ユニットであって、
　前記建物の外壁面側に配置される軒樋ユニット側後面部と、当該軒樋ユニット側後面部
の上端側に連続する軒樋ユニット側上面部と、前記軒樋ユニット側後面部の下端側に連続
する軒樋ユニット側底面部と、前記軒樋ユニット側上面部及び前記軒樋ユニット側底面部
に連続し、且つ前記軒樋ユニット側上面部と前記軒樋ユニット側底面部との間に配置され
る軒樋ユニット側前面部と、を備え、
　前記軒樋ユニット側後面部、前記軒樋ユニット側上面部、前記軒樋ユニット側底面部及
び前記軒樋ユニット側前面部は、一体成形されて中空閉断面を形成し、
　前記軒樋ユニット側前面部は、前記軒樋ユニット側上面部に沿って流れてくる液体が流
入する流入部と、前記軒樋ユニット側後面部、前記軒樋ユニット側上面部、前記軒樋ユニ
ット側底面部及び前記軒樋ユニット側前面部によって形成される軒樋ユニット側閉鎖空間
へ、前記流入部に流入した液体を導入する導入部と、を備えることを特徴とするものであ
る。
【０００９】
　本発明によると、軒樋ユニットが備える、軒樋ユニット側後面部、軒樋ユニット側上面
部、軒樋ユニット側底面部及び軒樋ユニット側前面部が、一体成形されて中空閉断面を形
成している。
　このため、軒樋ユニットの剛性を確保することが容易となり、軒樋ユニットの製造コス
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トを減少させることが可能となる。
　また、本発明によると、軒樋ユニット側前面部が、軒樋ユニット側上面部に沿って流れ
てくる液体が流入する流入部と、軒樋ユニット側後面部、軒樋ユニット側上面部、軒樋ユ
ニット側底面部及び軒樋ユニット側前面部によって形成される軒樋ユニット側閉鎖空間へ
、流入部に流入した液体を導入する導入部とを備えている。
　このため、軒樋ユニット側上面部に沿って流れてくる液体を、軒樋ユニットの内部へ導
入することが可能となり、軒樋ユニット側上面部に沿って流れてくる液体が、軒樋ユニッ
トの外部へ飛び出すことを抑制することが可能となる。
【００１０】
　次に、請求項２に記載した発明は、請求項１に記載した発明であって、前記流入部は、
少なくとも一部が前記軒樋ユニット側後面部側へ突出しているとともに前記外壁面の幅方
向に沿って延在する凹部と、前記軒樋ユニット側上面部及び前記凹部の上端側を連続する
上側突出部と、前記凹部の下端側及び前記軒樋ユニット側底面部を連続する下側突出部と
、を備え、
　前記導入部は、前記凹部を貫通して前記軒樋ユニット側閉鎖空間に連通する一または二
以上の軒樋ユニット側開口部で形成され、
　前記上側突出部は、前記軒樋ユニット側上面部と前記凹部の上端側とを滑らかに連続す
るように形成され、
　前記下側突出部は、前記上側突出部よりも前記外壁面から離れる方向へ突出しているこ
とを特徴とするものである。
【００１１】
　本発明によると、軒樋ユニット側上面部に沿って流れてくる液体が流入する流入部を、
少なくとも一部が軒樋ユニット側後面部側へ突出しているとともに、外壁面の幅方向に沿
って延在する凹部と、軒樋ユニット側上面部及び凹部の上端側と連続する上側突出部と、
凹部の下端側及び軒樋ユニット側底面部と連続する下側突出部とを備えた構成としている
。
　そして、上側突出部が、軒樋ユニット側上面部と凹部の上端側とを滑らかに連続するよ
うに形成されており、下側突出部が、上側突出部よりも外壁面から離れる方向へ突出して
いる。
【００１２】
　また、軒樋ユニット側閉鎖空間へ、流入部に流入した液体を導入する導入部を、凹部を
貫通して軒樋ユニット側閉鎖空間に連通する、一または二以上の軒樋ユニット側開口部で
形成している。
　このため、軒樋ユニット側上面部に沿って流れてくる液体が、下側突出部を乗り越えて
、凹部の外へ飛び出すことを抑制することが可能となる。
　また、流入部に流入した液体は、凹部を貫通する軒樋ユニット側開口部を通じて、軒樋
ユニット側閉鎖空間内に導入されることとなり、軒樋ユニット側閉鎖空間内への、落ち葉
等の異物の侵入を抑制することが可能となる。
【００１３】
　次に、請求項３に記載した発明は、請求項２に記載した発明であって、前記凹部の下端
側は、前記下側突出部から離れるにつれて上方へ向かうように傾斜していることを特徴と
するものである。
　本発明によると、凹部の下端側が、下側突出部から離れるにつれて上方へ向かうように
傾斜しているため、凹部の下端側と下側突出部との高低差を大きくすることが可能となる
。
　このため、凹部へ流入した液体が、下側突出部を乗り越えて、凹部の外へ飛び出すこと
を抑制することが可能となる。
【００１４】
　次に、請求項４に記載した発明は、請求項１から３のうちいずれか１項に記載した隣り
合う軒樋ユニット同士を連結部材で連結して形成される軒樋であって、
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　前記連結部材は、前記軒樋ユニットの外形輪郭に倣った形状に形成され、且つ隣り合う
前記軒樋ユニットがそれぞれ有する前記軒樋ユニット側閉鎖空間同士を連通させる本体部
と、当該本体部と一体成形され、且つ前記軒樋ユニットの端部と係合する係合部と、を備
え、
　前記係合部は、前記軒樋ユニット側後面部に対向する連結部材側後面部と、前記軒樋ユ
ニット側上面部に対向する連結部材側上面部と、前記軒樋ユニット側底面部に対向する連
結部材側底面部と、前記軒樋ユニット側前面部に対向する連結部材側前面部と、を備え、
　前記連結部材側後面部、前記連結部材側上面部、前記連結部材側底面部及び前記連結部
材側前面部は、一体成形されて中空閉断面を形成していることを特徴とするものである。
【００１５】
　本発明によると、隣り合う軒樋ユニット同士を連結して軒樋を形成する連結部材を、隣
り合う軒樋ユニットがそれぞれ有する軒樋ユニット側閉鎖空間を連通させる本体部と、本
体部と一体成形され、且つ軒樋ユニットの端部と係合する係合部とを備えた構成としてい
る。
　また、係合部が備える、連結部材側後面部、連結部材側上面部、連結部材側底面部及び
連結部材側前面部が、一体成形されて中空閉断面を形成している。
　このため、連結部材の剛性を確保することが容易となり、連結部材の製造コストを減少
させることが可能となる。
【００１６】
　次に、請求項５に記載した発明は、請求項４に記載した発明であって、前記連結部材は
、前記連結部材側後面部、前記連結部材側上面部、前記連結部材側底面部及び前記連結部
材側前面部によって形成される連結部材側閉鎖空間と前記流入部とを連通する一または二
以上の連結部材側開口部を有していることを特徴とするものである。
　本発明によると、連結部材が、連結部材側後面部、連結部材側上面部、連結部材側底面
部及び連結部材側前面部によって形成される連結部材側閉鎖空間と流入部とを連通する、
一または二以上の連結部材側開口部を有している。
　このため、流入部に流入した液体が、軒樋ユニット側開口部を通過せずに軒樋ユニット
の端部へ移動しても、軒樋ユニットの端部へ移動した液体を、連結部材側開口部を通じて
、連結部材側閉鎖空間へ流入させることが可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、軒樋ユニット及び連結部材の製造コストを減少させることが可能とな
るため、軒樋の製造コストを減少させることが可能となる。また、軒樋の内部における液
体の円滑な移動が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ説明する。
　まず、図１から図６を用いて、本実施形態の構成を説明する。
　図１は、本実施形態の軒樋ユニット１を連結部材２で連結して形成された軒樋４を、建
物６の軒端に配置した状態を示す図であり、図２は、図１のＩＩ―ＩＩ線断面図である。
また、図３は、図２のＩＩＩ線矢視図であり、図４は、図１中に円ＩＶで囲んだ範囲の拡
大図、図５は、軒樋４を分解した状態を示す斜視図である。
【００１９】
　なお、本実施形態では、建物６を、地表面Ｓに対して傾斜した屋根８を有する家屋とし
た場合を例にあげて説明する。また、本実施形態では、隣り合う三つの軒樋ユニット１同
士を二つの連結部材２で連結して形成した軒樋４について説明する。また、以下の説明で
は、必要に応じて、三つの軒樋ユニット１を、図１中の左側から、軒樋ユニット１ａ，軒
樋ユニット１ｂ，軒樋ユニット１ｃと記載し、二つの連結部材２を、図１中の左側から、
連結部材２ａ，連結部材２ｂと記載する。
　また、軒樋ユニット１ａの軒樋ユニット１ｂと連結される側と反対側の端部は、閉塞部
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材１０ａによって閉塞されている。同様に、軒樋ユニット１ｃの軒樋ユニット１ｂと連結
される側と反対側の端部は、閉塞部材１０ｂによって閉塞されている。閉塞部材１０の構
成は、後述する。
【００２０】
　以下、軒樋ユニット１の構成について説明する。
　軒樋ユニット１は、例えば、厚さ１．２ｍｍ～１．４ｍｍの樹脂材料を用いて形成され
ており、軒樋ユニット側後面部１００と、軒樋ユニット側上面部１０２と、軒樋ユニット
側底面部１０４と、軒樋ユニット側前面部１０６とを備えている。また、軒樋ユニット１
は、例えば、２ｍ～５ｍ程度の長さに形成されている。なお、本実施形態では、軒樋ユニ
ット１の形成に用いる樹脂材料を、硬質塩化ビニル樹脂とした場合を例にあげて説明する
。
【００２１】
　軒樋ユニット側後面部１００は、建物６の外壁面１２側に配置されて、外壁面１２に対
向しており、外壁面１２に取り付けられる二箇所の取付け部１４ａ，１４ｂを有している
。取付け部１４ａ，１４ｂは、それぞれ、外壁面１２を構成する防火用鋼板に対向してお
り、ねじ等の取付け部材１６が挿通される取付け孔１８を有している。
　軒樋ユニット側上面部１０２は、軒樋ユニット側後面部１００の上端側に連続しており
、建物６の屋根８と平行に延在している。
　軒樋ユニット側底面部１０４は、軒樋ユニット側後面部１００の下端側に連続しており
、その一部に、上下方向へ延在するドレンエルボ２０が取り付けられている。ドレンエル
ボ２０の上端は、軒樋ユニット側底面部１０４と連通しており、ドレンエルボ２０の下端
は、地表面Ｓ付近に開口している。
【００２２】
　なお、軒樋ユニット側底面部１０４にドレンエルボ２０が取り付けられている軒樋ユニ
ット１は、軒樋４の端部を構成する軒樋ユニット１であり、図１中に示す軒樋４の例では
、軒樋ユニット１ａである。ここで、本実施形態では、軒樋ユニット１ｂの軒樋ユニット
側底面部１０４が軒樋ユニット１ａの軒樋ユニット側底面部１０４よりも高く、且つ軒樋
ユニット１ｃの軒樋ユニット側底面部１０４が軒樋ユニット１ｂの軒樋ユニット側底面部
１０４よりも高くなるように、軒樋ユニット１ａ～１ｃを、それぞれ、傾斜させている。
【００２３】
　また、軒樋ユニット１ａの軒樋ユニット側底面部１０４において、ドレンエルボ２０を
取り付ける位置は、軒樋ユニット１ａの軒樋ユニット側底面部１０４のうち、最も低い部
分、すなわち、軒樋ユニット１ａの軒樋ユニット１ｂと連結される側と反対側の端部付近
としている。
　軒樋ユニット側前面部１０６は、軒樋ユニット側上面部１０２及び軒樋ユニット側底面
部１０４に連続し、且つ軒樋ユニット側上面部１０２と軒樋ユニット側底面部１０４との
間に配置されている。
【００２４】
　以上により、軒樋ユニット側後面部１００、軒樋ユニット側上面部１０２、軒樋ユニッ
ト側底面部１０４及び軒樋ユニット側前面部１０６は、一体成形されて中空閉断面を形成
している。
　また、軒樋ユニット側前面部１０６は、流入部２２と、導入部２４とを備えている。
　流入部２２は、凹部２６と、上側突出部２８と、下側突出部３０とを備えている。
　凹部２６は、外壁面１２の幅方向に沿って延在しており、その下端側は、下側突出部３
０から離れるにつれて、上方へ向かうように傾斜している。
　上側突出部２８は、軒樋ユニット側上面部１０２及び凹部２６の上端側と連続しており
、軒樋ユニット側上面部１０２と凹部２６の上端側とを滑らかに連続するように形成され
ている。
【００２５】
　下側突出部３０は、凹部２６の下端側及び軒樋ユニット側底面部１０４と連続しており
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、上側突出部２８よりも外壁面から離れる方向へ突出している。
　上側突出部２８と下側突出部３０との間に形成される最小隙間は、例えば、１０ｍｍ程
度となっており、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れてくる液体や、上側突出部２
８及び下側突出部３０の凹部２６側に沿って流れてくる液体が流入可能であり、且つ落ち
葉等の異物が侵入しにくい隙間となっている。
【００２６】
　以上により、流入部２２は、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れてくる液体、及
び上側突出部２８及び下側突出部３０の凹部２６側に沿って流れてくる液体が流入する構
成となっている。なお、図２中では、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れてくる液
体、及び上側突出部２８及び下側突出部３０の凹部２６側に沿って流れてくる液体の流れ
を、破線の矢印により示している。
　導入部２４は、複数の軒樋ユニット側開口部３２を有している。
　軒樋ユニット側開口部３２は、凹部２６を貫通する開口部であり、軒樋ユニット側後面
部１００、軒樋ユニット側上面部１０２、軒樋ユニット側底面部１０４及び軒樋ユニット
側前面部１０６によって形成される軒樋ユニット側閉鎖空間１０８に連通している。
　以上により、導入部２４は、軒樋ユニット側閉鎖空間１０８へ、流入部２２に流入した
液体を導入する構成となっている。
【００２７】
　次に、連結部材２の構成について説明する。
　連結部材２は、軒樋ユニット１と同様、樹脂材料を用いて形成されており、本体部３４
と、係合部３６とを備えている。なお、本実施形態では、連結部材２の形成に用いる樹脂
材料を、軒樋ユニット１と同様、硬質塩化ビニル樹脂とした場合を例にあげて説明する。
　本体部３４は、軒樋ユニット１の外形輪郭に倣った形状に形成されており、本体部側後
面部３４ａと、本体部側上面部３４ｂと、本体部側底面部３４ｃと、本体部側前面部３４
ｄとを備えている。
【００２８】
　本体部側後面部３４ａは、軒樋ユニット側後面部１００に倣った形状に形成されており
、軒樋ユニット側後面部１００よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニット
側後面部１００と接触している。
　本体部側上面部３４ｂは、軒樋ユニット側上面部１０２に倣った形状に形成されており
、軒樋ユニット側上面部１０２よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニット
側上面部１０２と接触している。
　本体部側底面部３４ｃは、軒樋ユニット側底面部１０４に倣った形状に形成されており
、軒樋ユニット側底面部１０４よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニット
側底面部１０４と接触している。
【００２９】
　本体部側前面部３４ｄは、軒樋ユニット側前面部１０６に倣った形状に形成されており
、軒樋ユニット側前面部１０６よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニット
側前面部１０６と接触している。
　そして、本体部側後面部３４ａ、本体部側上面部３４ｂ、本体部側底面部３４ｃ及び本
体部側前面部３４ｄは、一体成形されて中空閉断面を形成している。
　以上により、本体部３４は、隣り合う軒樋ユニット１がそれぞれ有する、軒樋ユニット
側閉鎖空間１０８同士を連通させる構成となっている。
　また、以上により、本体部３４は、軒樋ユニット側後面部１００、軒樋ユニット側上面
部１０２、軒樋ユニット側底面部１０４及び軒樋ユニット側前面部１０６を、軒樋ユニッ
ト１の外側から覆っている。
【００３０】
　係合部３６は、本体部３４と一体成形されており、連結部材側後面部３６ａと、連結部
材側上面部３６ｂと、連結部材側底面部３６ｃと、連結部材側前面部３６ｄとを備えてい
る。
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　連結部材側後面部３６ａは、軒樋ユニット側後面部１００に対向しており、軒樋ユニッ
ト１の内部に配置されて、軒樋ユニット側後面部１００と接触している。
　連結部材側上面部３６ｂは、軒樋ユニット側上面部１０２に対向しており、軒樋ユニッ
ト１の内部に配置されて、軒樋ユニット側上面部１０２と接触している。
　連結部材側底面部３６ｃは、軒樋ユニット側底面部１０４に対向しており、軒樋ユニッ
ト１の内部に配置されて、軒樋ユニット側底面部１０４と接触している。
【００３１】
　連結部材側前面部３６ｄは、軒樋ユニット側前面部１０６に対向しており、軒樋ユニッ
ト１の内部に配置されて、軒樋ユニット側前面部１０６と接触している。
　そして、連結部材側後面部３６ａ、連結部材側上面部３６ｂ、連結部材側底面部３６ｃ
及び連結部材側前面部３６ｄは、一体成形されて中空閉断面を形成している。
　以上により、係合部３６は、軒樋ユニット１の内部に配置されて、軒樋ユニット１の端
部と係合する構成となっている。
【００３２】
　また、連結部材２は、二つの連結部材側開口部３８を有している。
　二つの連結部材側開口部３８は、連結部材側前面部３６ｄのうち、隣り合う軒樋ユニッ
ト１が備える凹部２６とそれぞれ対応する部分を切り欠いて形成されており、連結部材側
後面部３６ａ、連結部材側上面部３６ｂ、連結部材側底面部３６ｃ及び連結部材側前面部
３６ｄによって形成される連結部材側閉鎖空間１１０と、凹部２６とを連通している。
　すなわち、連結部材側開口部３８は、連結部材側閉鎖空間１１０と、流入部２２とを連
通している。
【００３３】
　図６は、閉塞部材１０を示す斜視図である。なお、以下の説明では、閉塞部材１０ａに
ついてのみ記載しているが、閉塞部材１０ｂの構成に関しても、閉塞部材１０ａと同様で
ある。
　図６中に示すように、閉塞部材１０は、軒樋ユニット１の外形輪郭に倣った形状に形成
されており、閉塞部材側後面部１１２と、閉塞部材側上面部１１４と、閉塞部材側底面部
１１６と、閉塞部材側前面部１１８と、閉塞部４０とを備えている。
【００３４】
　また、閉塞部材１０は、軒樋ユニット１と同様、樹脂材料を用いて形成されている。な
お、本実施形態では、閉塞部材１０の形成に用いる樹脂材料を、軒樋ユニット１と同様、
硬質塩化ビニル樹脂とした場合を例にあげて説明する。
　閉塞部材側後面部１１２は、軒樋ユニット側後面部１００に倣った形状に形成されてお
り、軒樋ユニット側後面部１００よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニッ
ト側後面部１００と接触している。
　閉塞部材側上面部１１４は、軒樋ユニット側上面部１０２に倣った形状に形成されてお
り、軒樋ユニット側上面部１０２よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニッ
ト側上面部１０２と接触している。
【００３５】
　閉塞部材側底面部１１６は、軒樋ユニット側底面部１０４に倣った形状に形成されてお
り、軒樋ユニット側底面部１０４よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニッ
ト側底面部１０４と接触している。
　閉塞部材側前面部１１８は、軒樋ユニット側前面部１０６に倣った形状に形成されてお
り、軒樋ユニット側前面部１０６よりも軒樋ユニット１の外側に配置されて、軒樋ユニッ
ト側前面部１０６と接触している。
　そして、閉塞部材側後面部１１２、閉塞部材側上面部１１４、閉塞部材側底面部１１６
及び閉塞部材側前面部１１８は、一体成形されて中空閉断面を形成している。
　閉塞部４０は、閉塞部材側後面部１１２、閉塞部材側上面部１１４、閉塞部材側底面部
１１６及び閉塞部材側前面部１１８と一体成形されており、これらによって形成される中
空閉断面を、軒樋ユニット１と連結される側と反対側の端部から閉塞している。
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【００３６】
　次に、図１から図６を参照しつつ、上記の構成を備えた軒樋４の作用・効果等を説明す
る。なお、以下の説明では、屋根８や軒樋４を流れる液体を、雨水としているが、これに
限定されるものではなく、例えば、屋根８の洗浄に用いる水道水としてもよい。
　軒樋４が軒端に配置されている建物６の所在地において降雨が生じると、屋根８を流れ
る雨水が軒樋ユニット側上面部１０２へ流れる。そして、軒樋ユニット側上面部１０２に
沿って流れてくる雨水が、上側突出部２８に沿って流れて凹部２６へ流入する。
　また、軒樋４が軒端に配置されている建物６の所在地において降雨が生じると、下側突
出部３０の凹部２６側に沿って流れてくる雨水が、凹部２６へ流入する。
【００３７】
　このとき、上側突出部２８は、軒樋ユニット側上面部１０２と凹部２６の上端側とを滑
らかに連続するように形成されているため、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れ、
上側突出部２８に沿って流れた雨水は、円滑に凹部２６へ流入する。
　また、下側突出部３０は、上側突出部２８よりも外壁面から離れる方向へ突出している
。さらに、凹部２６の下端側は、下側突出部３０から離れるにつれて、上方へ向かうよう
に傾斜している。
　このため、上側突出部２８に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水や、下側突出部３０
の凹部２６側に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水が、下側突出部３０を乗り越えて、
凹部２６の外へ飛び出すことが抑制されている。
【００３８】
　そして、凹部２６へ流入した雨水は、軒樋ユニット側開口部３２を通過して、軒樋ユニ
ット側閉鎖空間１０８へ導入される。
　ここで、軒樋ユニット１ｃにおいて、凹部２６へ流入し、軒樋ユニット側開口部３２を
通過して、軒樋ユニット側閉鎖空間１０８へ導入された雨水は、軒樋ユニット側底面部１
０４を流れ、連結部材２ｂへ流れる。同様に、軒樋ユニット１ｂにおいて、軒樋ユニット
側底面部１０４を流れた雨水は、連結部材２ａへ流れる。
　このとき、連結部材２ｂは、隣り合う軒樋ユニット１ａ，１ｂがそれぞれ有する、軒樋
ユニット側閉鎖空間１０８を連通させているため、連結部材２ｂへ流れた雨水は、軒樋ユ
ニット１ｂが備える軒樋ユニット側底面部１０４へ流れる。同様に、連結部材２ａへ流れ
た雨水は、軒樋ユニット１ａが備える軒樋ユニット側底面部１０４へ流れる。
【００３９】
　また、軒樋ユニット１ｃにおいて、凹部２６へ流入した後、軒樋ユニット側開口部３２
を通過せずに、凹部２６を軒樋ユニット１ｂへ向けて流れた雨水は、連結部材２ｂへ流れ
る。同様に、軒樋ユニット１ｂにおいて、軒樋ユニット側開口部３２を通過せずに、凹部
２６を軒樋ユニット１ａへ向けて流れた雨水は、連結部材２ａへ流れる。
　このとき、連結部材２が有する連結部材側開口部３８は、連結部材側閉鎖空間１１０と
、凹部２６とを連通している。
【００４０】
　このため、凹部２６を軒樋ユニット１ｂへ向けて流れ、連結部材２ｂへ流れた雨水は、
連結部材２ｂが有する連結部材側開口部３８を通じて、軒樋ユニット１ｂが備える軒樋ユ
ニット側底面部１０４へ流れる。同様に、凹部２６を軒樋ユニット１ａへ向けて流れ、連
結部材２ａへ流れた雨水は、連結部材２ａが有する連結部材側開口部３８を通じて、軒樋
ユニット１ａが備える軒樋ユニット側底面部１０４へ流れる。
　凹部２６へ流入し、連結部材側閉鎖空間１１０へ導入され、軒樋ユニット１ａが備える
軒樋ユニット側底面部１０４を流れた雨水は、ドレンエルボ２０を通じて、地表面Ｓへ落
下する。
【００４１】
　したがって、本実施形態の軒樋４であれば、軒樋ユニット１が備える、軒樋ユニット側
後面部１００、軒樋ユニット側上面部１０２、軒樋ユニット側底面部１０４及び軒樋ユニ
ット側前面部１０６が、一体成形されて中空閉断面を形成している。
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　このため、金属材料等、剛性の高い材料を用いることなく、成形の容易な樹脂材料を用
いた場合であっても、軒樋ユニット１の剛性を確保することが容易となるとともに、軒樋
ユニット１の成形が容易となる。
　その結果、軒樋ユニット１の製造コストを減少させることが可能となるため、軒樋４の
製造コストを減少させることが可能となる。
【００４２】
　また、本実施形態の軒樋４であれば、軒樋ユニット側前面部１０６が、軒樋ユニット側
上面部１０２に沿って流れてくる雨水、及び上側突出部２８及び下側突出部３０の凹部２
６側に沿って流れてくる雨水が流入する流入部２２と、軒樋ユニット側閉鎖空間１０８へ
、流入部２２に流入した雨水を導入する導入部２４とを備えている。
　このため、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れてくる雨水、及び上側突出部２８
及び下側突出部３０の凹部２６側に沿って流れてくる雨水を、軒樋ユニット１の内部へ導
入することが可能となる。
【００４３】
　その結果、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水、及び
上側突出部２８及び下側突出部３０の凹部２６側に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水
が、軒樋ユニット１の外部へ飛び出すことを抑制することが可能となり、軒樋ユニット１
を流れた後に、地表面Ｓに直接落下する雨水の割合を減少させることが可能となる。
　さらに、本実施形態の軒樋４であれば、流入部２２を、少なくとも一部が軒樋ユニット
側後面部１００側へ突出しているとともに、外壁面１２の幅方向に沿って延在する凹部２
６と、軒樋ユニット側上面部１０２及び凹部２６の上端側と連続する上側突出部２８と、
凹部２６の下端側及び軒樋ユニット側底面部１０４と連続し、且つ上側突出部２８よりも
外壁面１２から離れる方向へ突出している下側突出部３０とを備えた構成としている。
【００４４】
　このため、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水、及び
上側突出部２８及び下側突出部３０の凹部２６側に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水
が、下側突出部３０を乗り越えて、凹部２６の外へ飛び出すことを抑制することが可能と
なる。
　その結果、軒樋ユニット１を流れた後に、地表面Ｓに直接落下する雨水の割合を減少さ
せることが可能となる。
　また、本実施形態の軒樋４であれば、導入部２４が、凹部２６を貫通して、軒樋ユニッ
ト側閉鎖空間１０８に連通する軒樋ユニット側開口部３２を有している。
　このため、流入部２２に流入した雨水が、軒樋ユニット側開口部３２を通じて、軒樋ユ
ニット側閉鎖空間１０８内に導入されることとなる。
　その結果、軒樋ユニット側閉鎖空間１０８内に、落ち葉等の異物が侵入することが抑制
され、軒樋ユニット１の内部において、雨水を円滑に流すことが可能となる。
【００４５】
　また、本実施形態の軒樋４であれば、下側突出部３０が、上側突出部２８よりも外壁面
から離れる方向へ突出しているとともに、凹部２６の下端側が、下側突出部３０から離れ
るにつれて、上方へ向かうように傾斜している。
　このため、凹部２６の下端側と下側突出部３０との高低差を大きくすることが可能とな
り、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水、及び上側突出
部２８及び下側突出部３０の凹部２６側に沿って流れて凹部２６へ流入した雨水が、下側
突出部３０を乗り越えて、凹部２６の外へ飛び出すことが抑制されている。
【００４６】
　その結果、軒樋ユニット１を流れた後に、地表面Ｓに直接落下する雨水の割合を減少さ
せることが可能となる。
　また、本実施形態の軒樋４であれば、連結部材２を、本体部３４と、係合部３６とを備
えた構成としており、係合部３６が備える、連結部材側後面部３６ａ、連結部材側上面部
３６ｂ、連結部材側底面部３６ｃ及び連結部材側前面部３６ｄが、一体成形されて中空閉
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断面を形成している。
　このため、金属材料等、剛性の高い材料を用いることなく、成形の容易な樹脂材料を用
いた場合であっても、連結部材２の剛性を確保することが容易となるとともに、連結部材
２の成形が容易となる。
　その結果、連結部材２の製造コストを減少させることが可能となるため、軒樋４の製造
コストを減少させることが可能となる。
【００４７】
　また、本実施形態の軒樋４であれば、連結部材２が、連結部材側閉鎖空間１１０と凹部
２６とを連通する、連結部材側開口部３８を有している。
　このため、凹部２６に流入した雨水が、軒樋ユニット側開口部３２を通過せずに軒樋ユ
ニット１の端部へ移動しても、この雨水が、連結部材側開口部３８を通じて、連結部材側
閉鎖空間１１０へ流入する。
　その結果、凹部２６に流入した雨水を、軒樋ユニット１の内部へ導入することが可能と
なり、凹部２６に流入した雨水が、軒樋ユニット１の外部へ飛び出すことを抑制すること
が可能となるため、軒樋ユニット１を流れた後に、地表面Ｓに直接落下する雨水の割合を
減少させることが可能となる。
【００４８】
　なお、本実施形態の軒樋４では、流入部２２が、凹部２６と、上側突出部２８と、下側
突出部３０とを備えている構成としたが、これに限定されるものではなく、流入部２２を
、例えば、軒樋ユニット側前面部１０６に凹部２６のみを形成した構成としてもよい。も
っとも、本実施形態の軒樋４のように、流入部２２が、凹部２６と、上側突出部２８と、
下側突出部３０とを備えている構成とすることが、軒樋ユニット側上面部１０２に沿って
流れて凹部２６へ流入した雨水、及び上側突出部２８及び下側突出部３０の凹部２６側に
沿って流れて凹部２６へ流入した雨水が、下側突出部３０を乗り越えて、凹部２６の外へ
飛び出すことを抑制することが可能となるため、好適である。
【００４９】
　また、本実施形態の軒樋４では、導入部２４が、軒樋ユニット側開口部３２を有してい
る構成としたが、これに限定されるものではなく、導入部２４を、例えば、凹部２６内に
空隙を設け、この空隙を網で覆うことにより形成してもよい。
　さらに、本実施形態の軒樋４では、凹部２６の下端側が、下側突出部３０から離れるに
つれて、上方へ向かうように傾斜している構成としたが、これに限定されるものではなく
、凹部２６の下端側が、例えば、下側突出部３０から離れるにつれて、下方へ向かうよう
に傾斜していてもよい。もっとも、本実施形態の軒樋４のように、凹部２６の下端側が、
下側突出部３０から離れるにつれて、上方へ向かうように傾斜している構成とすることが
、凹部２６の下端側と下側突出部３０との高低差を大きくすることが可能となるため、好
適である。
【００５０】
　また、本実施形態の軒樋４では、建物６を、地表面Ｓに対して傾斜した屋根８を有する
家屋としたが、これに限定されるものではなく、建物６を、例えば、図７に示すように、
地表面Ｓに平行な屋根８を有する家屋としてもよい。なお、図７は、本実施形態の変形例
を示す図である。
　また、本実施形態の軒樋４では、連結部材２が、連結部材側開口部３８を有している構
成としたが、これに限定されるものではなく、連結部材２が、連結部材側開口部３８を有
していない構成としてもよい。もっとも、本実施形態の軒樋４のように、連結部材２が、
連結部材側開口部３８を有している構成とすることが、凹部２６に流入した雨水を、軒樋
ユニット１の内部へ導入することが可能となるため、好適である。
【００５１】
　また、本実施形態の軒樋４では、本体部３４が、軒樋ユニット側後面部１００、軒樋ユ
ニット側上面部１０２、軒樋ユニット側底面部１０４及び軒樋ユニット側前面部１０６を
、軒樋ユニット１の外側から覆い、係合部３６が、軒樋ユニット１の内部に配置されてい
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る構成としたが、これに限定されるものではない。すなわち、例えば、図８に示すように
、本体部３４を、係合部３６の機能を兼ねる形状に成形し、この本体部３４が、軒樋ユニ
ット１の内部に配置されて、隣り合う軒樋ユニット１が有する、軒樋ユニット１の内部空
間を連通させるとともに、軒樋ユニット１の端部と係合する構成としてもよい。なお、図
８は、本実施形態の変形例を示す図である。
【００５２】
　また、本実施形態の軒樋４では、導入部２４が、複数の軒樋ユニット側開口部３２を有
している構成としたが、これに限定されるものではなく、導入部２４が、軒樋ユニット側
開口部３２を一つのみ有している構成としてもよい。同様に、連結部材２が、連結部材側
開口部３８を一つのみ有している構成としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本実施形態の軒樋ユニットを連結部材で連結して形成された軒樋を、建物の軒端
に配置した状態を示す図である。
【図２】図１のＩＩ―ＩＩ線断面図である。
【図３】図２のＩＩＩ線矢視図である。
【図４】図１中に円ＩＶで囲んだ範囲の拡大図である。
【図５】軒樋を分解した状態を示す斜視図である。
【図６】閉塞部材を示す斜視図である。
【図７】本実施形態の変形例を示す図である。
【図８】本実施形態の変形例を示す図である。
【図９】従来例の軒樋及び軒樋ユニットを示す斜視図である。
【図１０】従来例の軒樋を示す斜視図である。
【図１１】図１０のＸＩ－ＸＩ線断面図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１　　軒樋ユニット
　２　　連結部材
　４　　軒樋
　６　　建物
　８　　屋根
　１２　建物の外壁面
　２２　流入部
　２４　導入部
　２６　凹部
　２８　上側突出部
　３０　下側突出部
　３２　軒樋ユニット側開口部
　３４　本体部
　３６　係合部
　３６ａ　連結部材側後面部
　３６ｂ　連結部材側上面部
　３６ｃ　連結部材側底面部
　３６ｄ　連結部材側前面部
　３８　連結部材側開口部
　１００　軒樋ユニット側後面部
　１０２　軒樋ユニット側上面部
　１０４　軒樋ユニット側底面部
　１０６　軒樋ユニット側前面部
　１０８　軒樋ユニット側閉鎖空間
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　１１０　連結部材側閉鎖空間
　１１２　閉塞部材側後面部
　１１４　閉塞部材側上面部
　１１６　閉塞部材側底面部
　１１８　閉塞部材側前面部
　Ｓ　　地表面

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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